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　主にネットワーク環境やサーバなどの管理補助
と消耗品などの物品管理を行っている．
　学生がサーバ管理運営の練習も兼ねるため，メ
イン管理ではなく補助を担当している．
　現状では学生実験の準備，学生指導補助のため
研究室を不在することが多く，十分に対応ができ
ていない．
（3）実験，演習の指導補助
　担当している2研究室はいずれも情報工学専攻
であるが学部では情報工学課程と電気電子工学課
程と異なっているため担当する実験が異なる．補
助する実験は電気電子工学課程，電子システム課
程対象の電気電子工学実験 II の1テーマである
ディジタル画像処理（3年次後期の月曜日，木曜
日12：50 ～ 17：05），情報工学課程，システム
工学課程対象である情報工学演習 I（2年次後期
の金曜日14：35 ～ 17：50）と情報工学実験 II（3
年次前期の火曜日12：50 ～ 16：05）がある．
　ディジタル画像処理では計算機（Linux）上の
ソフトウェアを用いて画像処理を行っている．
　情報工学演習 I では C 言語，情報工学実験Ⅱ
ではグラフアルゴリズムのテーマを主に指導補助
を行っている．
（4）実験室ネットワーク管理
　電気電子工学実験Ⅱディジタル画像処理を実施
する実験室のネットワーク管理を行っている．現
在主に担当しているのはネットワークに付随する
計算機の管理がメインとなっており，実験内容の
変化に伴う OS の変更や，ソフトウェアのインス
トール，学生アカウント管理を行っている．
（5）教育用電子計算機システム管理補助
　情報工学専攻のサーバおよび計算機群について

1．はじめに
　本稿では現在著者が従事している業務内容につ
いて紹介する．

2．業務内容紹介
　採用時から大学院工学研究科情報工学専攻の研
究室に所属しており，研究室関係を中心に業務を
していた．技術センターによる業務依頼・派遣シ
ステムが本格的始動に入り，業務の多様化が生じ
た．また技術職員の減少の影響により，学生実験
へのウエイトが高まっている．
　現在の依頼されている業務は
・研究室内業務補助（2研究室）
・電気系実験指導補助
・工学研究科情報基盤支援センター支援
・衛生巡視
・HINET2007支援
がある．

2．1　研究室内業務補助
　研究室によって内容は異なっているが大きくは
学生対応，研究室内の管理，研究室が担当してい
る実験，演習の指導補助，その他に分類される．
（1）学生対応
　研究室に所属している学生に対し，事務からの
連絡への対応や，技術的な相談（例：プログラミ
ングやソフトウェアのインストールなど）に対応
している．業務依頼・派遣システムの影響で研究
室以外での業務の割合が増加したため，不在する
ことが多く現状では技術的な相談に対応できてい
ない．
（2）研究室内の管理

業務内容紹介
―情報工学専攻を主とする教室系技術職員の場合―
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火曜日，水曜日の午後12：50 ～ 17：05に実施し


